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11
月
11
日
、学
習
交
流
会「
真

の
ふ
る
さ
と
再
生
の
た
め
に
」

を
連
合
会
館
で
開
催
し
ま
し
た

（
主
催
事
務
局
・
東
京
地
評
）。

関
玲
子
・
立
教
大
学
教
授
「
ふ

る
さ
と
」剥
奪
問
題
を
講
演
後
、

原
告
・
弁
護
団
か
ら
の
訴
え
を

ふ
ま
え
、
井
澤
地
評
事
務
局
長

が
行
動
提
起
し
ま
し
た
。

例
年
よ
り
約
2
週
間
遅
れ

で
、
特
別
区
人
事
委
員
会
が
10

月
26
日
に
一
時
金
期
末
手
当
0

・
05
月
引
き
下
げ
、
再
任
用
等

も
同
様
に
引
き
下
げ
る
一
時
金

の
み
を
勧
告
。10
月
30
日
に
は
、

東
京
都
人
事
委
員
会
が
、
同
じ

く
0
・
1
月
引
き
下
げ
、
再
任

用
等
は
0
・
05
ヶ
月
の
引
き
下

げ
の
不
当
勧
告
を
行
い
ま
し

た
。「

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
で

奮
闘
す
る
多
く
の
職
員
を
励
ま

す
勧
告
を
」
と
都
労
連
、
特
区

連
と
も
に
、
職
場
集
会
等
を
開

き
職
場
闘
争
を
進
め
ま
し
た
。

11
月
13
日
に
都
労
連
が
、
一

時
金
0
・
10
月
引
き
下
げ
（
4

・
65
月
↓
4
・
55
月
）
、
再
任

用
職
員
0
・
05
月
引
き
下
げ（
2

・
15
月
↓
2
・
40
月
）
、
会
計

年
度
任
用
職
員
0
・
10
月
引
き

下
げ
の
ほ
ぼ
勧
告
通
り
で
一
時

金
に
つ
い
て
は
妥
結
。

11
月
19
日
に
は
、特
区
連
が
、

一
時
金
0
・
05
月
引
き
下
げ（
4

・
60
月
↓
4
・
55
月
）
、
再
任

用
職
員
0
・
05
月
引
き
下
げ（
2

・
40
月
↓
2
・
35
月
）
等
勧
告

通
り
で
妥
結
し
ま
し
た
。

月
例
給
に
つ
い
て
は
、
両
人

事
委
員
会
か
ら
12
月
上
旬
に
勧

告
が
出
る
見
通
し
で
す
。

原告の支援要請に熱く応えよう！（11／11）

9
月
30
日
、
仙
台
高
裁
は
福

島
原
発
事
故
の
被
害
者
救
済
裁

判
の
ひ
と
つ
「
生
業
（
な
り
わ

い
）原
発
訴
訟
」の
控
訴
審
で
、

国
の
責
任
を
認
め
る
高
裁
と
し

て
初
め
て
の
判
決
を
下
し
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
の
各
地
の
地
裁
判

決
は
国
の
責
任
を
巡
り
、
判
断

が
真
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
な

か
、
仙
台
高
裁
判
決
は
国
の
責

任
で
す
べ
て
の
被
害
者
の
救
済

を
実
現
し
て
い
く
画
期
的
な
も

の
で
す
。

国
民
が
反
対
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
国
は
原
発
再
稼

働
に
突
き
進
ん
で
お
り
、
「
国

に
責
任
あ
り
」
と
す
る
こ
の
判

決
を
最
高
裁
で
逆
転
さ
せ
よ
う

と
巻
き
返
し
に
必
死
で
す
。

す
べ
て
の
被
害
者
救
済
実
現

と
と
も
に
、
原
発
ゼ
ロ
の
社
会

を
め
ざ
す
運
動
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
裁
判
闘
争
が
い
ま
最

高
裁
で
始
ま
っ
て
お
り
、
今
回

の
学
習
交
流
会
は
、
こ
う
し
た

情
勢
を
踏
ま
え
て
開
催
し
ま
し

た
。集

会
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
お

し
て
、
福
島
原
発
避
難
者
訴
訟

原
告
団
長
・
早
川
篤
雄
さ
ん（
楢

葉
町
宝
鏡
寺
住
職
）
や
、
い
わ

き
市
民
訴
訟
団
長
・
伊
藤
達
也

さ
ん
（
浜
通
り
医
療
生
協
元
理

事
長
）
が
訴
え
ま
し
た
。

事
故
の
復
旧
、
被
害
者
の
救

済
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
り
、
帰
宅
困
難
地
域
の
完
全

な
除
染
の
見
通
し
は
た
た
ず
、

放
射
性
物
質
の
除
染
作
業
や
汚

染
水
を
は
じ
め
と
す
る
廃
棄
物

処
理
の
問
題
は
解
決
の
方
向
す

ら
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

を
お
話
。

事
故
か
ら
丸
10
年
を
迎
え
る

2
0
2
1
年
は
、
た
た
か
い
の

舞
台
・
最
高
裁
の
あ
る
首
都
東

京
で
支
援
を
広
く
広
げ
て
ほ
し

い
と
熱
く
訴
え
ま
し
た
。

国
の
責
任
を
認
め
る
判
決
を

維
持
さ
せ
、
国
の
責
任
で
救
済

さ
せ
る
こ
と
は
、
原
発
推
進
路

線
を
断
ち
切
り
、
原
発
ゼ
ロ
社

会
へ
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
に
直
結
し
ま
す
。

被
害
者
支
援
と
原
発
ゼ
ロ
実

現
を
車
の
両
輪
の
よ
う
に
取
り

組
む
裁
判
支
援
を
大
き
く
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東
京
地
評
「
東
京
で
働
く
者

の
権
利
」
討
論
集
会
を
11
月
21

日
、
エ
デ
ュ
カ
ス
東
京
7
階
ホ

ー
ル
で
開
催
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
も
含
め
て
約
80
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
か
ら
分
科
会
は
断

念
し
、
2
つ
の
記
念
講
演
で
の

開
催
と
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
荻
原
淳
東
京
地

評
行
が
主
催
者
挨
拶
し
、
講
演

に
入
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
の
働
き
方

労
働
者
の

権
利
〜
私
た
ち
の
働
き
方
は
ど

う
変
わ
る
？
働
く
権
利
は
ど
う

な
る
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
橋

賢
司
立
正
大
学
准
教
授
が
講

演
。
続
い
て
、
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
禁
止
条
約
に
学
ぶ
〜

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調

職
場
で
ど
う
対
処

し
て
い
く
か
〜
」
を
テ
ー
マ
に

内
藤
忍
労
働
政
策
研
究
・
研
修

機
構
副
主
任
研
究
員
が
講
演
し

ま
し
た
。

高
橋
氏
は
、
雇
用
に
拠
ら
な

い
働
き
方
も
広
が
る
中
、
今
ま

で
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い

運
動
の
必
要
性
を
示
唆
。
内
藤

氏
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
法
を
解
説
し
、
ど
う
活
用

し
て
い
く
か
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
労
働
組
合
が
し
っ
か
り
実

態
を
つ
か
み
運
動
す
る
こ
と
が

大
切
」
「
勉
強
に
な
っ
た
」
等

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
27
日
、
全
労
連
が
行
っ

た
全
国
一
斉「
コ
ロ
ナ
禍
で
解

雇
・
雇
い
止
め
は
許
さ
な
い
！
」

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
は

約
2
0
0
件
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
東
京
地
評
も
相
談

員
を
配
置
し
ま
し
た
。

東
京
地
評
労
働
相
談
セ
ン
タ

ー
の
労
働
相
談
は
、
4
月
7
日

の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
後
、
大

き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
3

月
に
な
り
学
校
休
校
な
ど
徐
々

に
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

4
月
か
ら
の
相
談
件
数
は
例
年

の
1
・
6
倍
に
、
6
割
が
コ
ロ

ナ
に
関
連
し
た
相
談
で
す
。
7

月
ま
で
の
間
、
月
平
均
1
7
0

件
あ
ま
り
の
相
談
が
あ
り
、
コ

ロ
ナ
関
連
は
5
割
で
し
た
。

補
償
無
き
自
粛
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
労
働
者
を
犠
牲
に
し

た
自
粛
で
あ
る
こ
と
が
、
相
談

内
容
か
ら
顕
著
と
な
り
ま
し

た
。
企
業
規
模
に
よ
ら
ず
非
正

規
労
働
者
か
ら
の
相
談
の
多
く

は
休
業
中
の
賃
金
が
支
払
わ
れ

ず
、生
活
が
困
窮
し
て
い
ま
す
。

職
場
か
ら
は
、
「
自
分
の
有
給

休
暇
で
休
め
と
指
示
さ
れ
た
」、

「
正
社
員
は
在
宅
勤
務
な
の
に

派
遣
は
職
場
に
来
い
と
言
わ
れ

て
い
る
」
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
経
営
難
を
口
実

に
薬
局
の
ス
タ
ッ
フ
の
賃
下
げ

が
行
わ
れ
た
。
な
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
改
悪
さ
れ
た
労
働
条

件
へ
の
対
応
を
求
め
る
相
談
が

押
し
寄
せ
ま
し
た
。

相
談
を
き
っ
か
け
に

労
働
組
合
を
結
成

多
く
は
、労
働
組
合
も
無
く
、

一
人
で
解
決
で
き
る
力
関
係
を

持
ち
ま
せ
ん
。
労
働
組
合
に
入

り
た
い
と
い
う
相
談
も
寄
せ
ら

れ
ま
す
が
、
一
人
で
は
入
れ
る

労
働
組
合
の
存
在
も
知
り
ま
せ

ん
。
地
域
や
単
産
を
紹
介
し
、

組
織
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
後
、
求
職
者

数
は
5
6
0
万
人
と
な
り
、
昨

年
比
3
6
0
万
人
と
な
り
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
が
無
く
な
り
、

シ
フ
ト
勤
務
で
働
く
多
く
の
労

働
者
は
解
雇
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
新
宿
一

般
労
組
に
つ
な
が
っ
た
ホ
テ
ル

配
膳
人
と
し
て
働
く
労
働
者

に
、休
業
中
で
は
あ
る
が「
日
々

雇
用
で
あ
り
休
業
補
償
は
考
え

て
い
な
い
」と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、休
業
補
償
と
雇
用
保
障
を

求
め
労
働
組
合
を
立
ち
上
げ
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

同
様
に
、
は
と
バ
ス
に
勤
務

す
る
契
約
社
員
は
契
約
解
除
を

突
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

自
交
総
連
に
結
集
し
解
雇
を
撤

回
さ
せ
、
雇
用
契
約
改
善
に
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。

政
治
と
行
政
を
動
か
す
力
と

な
っ
た
組
織
化
の
取
り
組
み

シ
フ
ト
勤
務
労
働
者
を
組
織

し
た
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
や

地
域
労
組
こ
う
と
う
で
は
、
国

会
議
員
と
の
む
つ
び
付
き
を
強

め
、
厚
労
省
に
雇
用
調
整
助
成

金
や
休
業
支
援
金
・
給
付
金
の

支
給
要
件
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
の

改
善
を
求
め
る
交
渉
を
重
ね
、

休
業
補
償
制
度
の
運
用
改
善
を

勝
ち
取
っ
て
き
て
い
ま
す
。

労
働
相
談
か
ら
始
ま
り
、
労

働
者
の
救
済
に
向
け
て
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

権利をいかに守るか学習する（11／21）

コロナ対策の改善で厚労省
要請（11／12国会議員会館）

情
報
ユ
ニ
オ
ン
）
、
事
務
局

長
に
峰
一
史
さ
ん
（
杉
並
一

般
）
。

小
平
地
区
労
第
56
回
大
会

10
月
29
日
、
小
平
福
祉
会

館
で
開
催
。
議
長
に
山
下
善

也
さ
ん
（
都
教
組
）
、
事
務

局
長
に
川
尻
隆
さ
ん
（
事
務

局
）
。

文
京
区
労
協
62
回
大
会

10
月
30
日
、
文
京
区
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
。
議
長
に
大

谷
昇
さ
ん（
文
京
区
職
労
）、

事
務
局
長
に
岩
永
有
礼
さ
ん

（
事
務
局
専
従
）
。

国
労
東
京
第
71
回
大
会

10
月
31
日
、
新
橋
交
通
ビ

ル
地
下
会
議
室
で
開
催
。
委

員
長
に
鎌
田
博
一
さ
ん
、
書

記
長
に
石
井
正
彦
さ
ん
。

コ
ロ
ナ
関
連
相
談
６
割
、救
済
に
向
け
労
組
結
成
、

行
政
要
請
な
ど
も
実
施
東
京
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

福
島
原
発
事
故
か
ら
１０
年

た
た
か
い
の
舞
台
は
首
都
東
京
・
最
高
裁
へ

都
・
特
別
区
の
一
時
金

人
事
委
員
会
が
不
当
な
勧
告

働
き
方
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

学
ぶ

権
利
討
論
集
会


